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ITS・自動運転に関する政府内での機運の高まり

＃首相官邸HP「第二百十一回国会における岸田内閣総理大臣施政方針演説」（https://www.kantei.go.jp/jp/101_kishida/statement/2023/0123shiseihoshin.html）より

○岸田総理施政方針演説（令和５年１月２３日）

（地方創生）
地方創生を進め、地方が元気になること。それが日本経済再生

の源です。
地方の基幹産業の活性化に全力を注ぎます。
（中略）
地方創生に向けた全ての基盤となる取組が、デジタルの力で地

域の社会課題を解決し、「全国どこでも誰もが便利で快適に暮ら
せる社会」を実現するデジタル田園都市国家構想です。
光ファイバー、５Ｇ等のデジタルインフラの整備を着実に進めつ

つ、今後、全国津々浦々で、本格的なデジタル実装を進めます。
まずは、スマート農業、ドローンによる配送、遠隔見守りサービ

スなどを組み合わせたプロジェクトを日本の中山間地域百五十か
所で実現します。

また、今年四月には、レベル４、完全自動運転を可能にする新たな制度が動き始めます。二〇二五年を目途に、全都
道府県で自動運転の社会実験の実施を目指します。
全国津々浦々、全ての方々が輝ける日本を創っていこうではありませんか。

1

https://www.kantei.go.jp/jp/101_kishida/statement/2023/0123shiseihoshin.html


経済産業省・デジタルライフライン全国総合整備計画の検討方針

＃内閣官房 デジタル田園都市国家構想実現会議（第12回：2023年3月31日） 経産省資料（https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/digital_denen/dai12/shiryou2.pdf）より引用

～自動運転やAIの社会実装を加速～「点から線・面へ」「実証から実装へ」

人口減少が進むなかでもデジタルによる恩恵を全国津々浦々に行き渡らせるため、約10年のデジタルライフライン全国総
合整備計画を策定。官民で集中的に大規模な投資を行い、自動運転やAIのイノベーションを急ぎ社会実装し、人手不足
などの社会課題を解決してデジタルとリアルが融合した地域生活圏の形成に貢献する。
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総務省・デジタル田園都市国家インフラ整備計画（改訂版） 3

＃総務省「「デジタル田園都市国家インフラ整備計画（改訂版）」の公表」（令和5年4月25日）（https://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01kiban01_02000056.html）より引用

デジタル田園都市国家インフラ整備計画（2022年３月策定）の策定後、我が国を取り巻く社会情勢は変化を続けており、
ネットワークの信頼性の向上への期待や地方におけるデジタル活用の重要性が高まるなど、情報通信インフラの整備は、
「デジタル田園都市国家構想」の実現に向けて、ますます不可欠なものとなっていることから、インフラ整備等に関する取
組を一層強化するため、次のような点を中心に本計画を改訂する。

https://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01kiban01_02000056.html


デジタル庁・「モビリティ・ロードマップ」のありかたに関する研究会 4

＃内閣官房 デジタル田園都市国家構想実現会議（第12回：2023年3月31日） デジタル庁資料（https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/digital_denen/dai12/shiryou3.pdf）より引用

 自動走行車両、ロボット、ドローンは、地域の旅客・貨物需要などに合わせて自由に組み合わせる時代へ。
今後は、これらをトータルにモビリティとして捉え、移動需要に対する新たなモビリティ政策を検討していくことが必要。

 異なる事業者が提供する⾞両やロボット、ドローンの間で、空間情報の共有、協調制御の実装など、地域の実情に合わ
せた運行管理・事業体制を検討していくことが必要。これらに必要となるハード・制度の整備も含め、官民ITS構想・ロー
ドマップの名称を改め、「モビリティ・ロードマップ（仮称）」として再起動し、デジタル全総の実現をサポート。

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/digital_denen/dai12/shiryou3.pdf


（参考）ITS・自動運転に関する政府目標（市場化・サービス実現目標）

＃デジタル庁「デジタルを活用した交通社会の未来2022」（2022年８月）（ https://www.digital.go.jp/news/22791050-006d-48fd-914d-e374c240a0bd/）より引用

○商用車（自動運転バス、トラックなど）

2025年度
全国各地域での無人自動
運転移動サービスの実現

2025年度～
高速道路自動運転トラック
（レベル４）の実現

○デジタル田園都市国家構想
総合戦略
地域限定型の無人自動運転
移動サービスの実現
2025年度：５０か所程度
2027年度：１００か所以上
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（参考）ITS・自動運転に関する政府目標（市場化・サービス実現目標）
○自家用車

2025年度～
高速道路での自動運転
（レベル４）の市場化

＃デジタル庁「デジタルを活用した交通社会の未来2022」（2022年８月）（ https://www.digital.go.jp/news/22791050-006d-48fd-914d-e374c240a0bd/）より引用
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